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最近発生した次亜塩素酸塩溶液と酸性溶液との混触による塩素中毒災害                 

                                                                 

番号  発生年月 業種等 被 災 者

数 

     発   生   状   況 

 １ 平成１３年

２月 

スポーツ

クラブ 

１名 スポーツクラブ施設内の浴場機械室内の濾過装置

の消毒用タンクに次亜塩素酸ナトリウム溶液を補充

しようとして、補充液が室内になかったため同じ薬

液を消毒用に使用している同施設内のプール機械室

に取りに行って、誤って酸性の凝集剤であるポリ塩

化アルミニウム溶液を持ち出して次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液タンクに注入したためタンク内の次亜塩素

酸ナトリウム溶液との化学反応により発生した塩素

ガスを作業者が吸入して中毒となった。また、職場

体験実習のため被災作業者と一緒に行動していた中

学生３名も中毒になった。 

 ２ 平成１３年

３月 

ビルメン

テナンス

業 

１名 保養所の地下倉庫内でカビ取り用塩素系洗剤（次

亜塩素酸ナトリウム含有）を手動ポンプで１８リッ

トル容器から持ち運び用の４．５リットル容器に小

分けしようとして、誤って別の１８リットル容器に

入っていた鉄さび・湯垢取り用酸性洗剤液（塩酸含

有）を注入したため、４．５リットル容器内に残っ

ていた次亜塩素酸ナトリウムとの化学反応により発

生した塩素ガスを作業者が吸入して中毒となった。

 ３ 平成１３年

５月 

スポーツ

クラブ 

２２名 スポーツクラブ施設内の機械室において、プール

及び浴場の消毒用薬剤の残量点検・補充作業中に、

消毒用の次亜塩素酸ナトリウム溶液を誤って酸性の

凝集剤であるポリ塩化アルミニウム溶液タンクに注

入したため、タンク内のポリ塩化アルミニウム溶液

との化学反応により塩素ガスが発生し、同室内にあ

る給排気ダクトを経由して建物内部に拡散した。こ

れにより当該作業者を含むスポーツクラブの労働者

９名、同じ建物内の他の事業場の労働者１３名及び

スポーツクラブの利用者９名が塩素ガスを吸入して

中毒となった。 



 ４ 平成１３年

７月 

不動産業 １名 貸しビルの地下機械室の井戸水処理装置の前処理

用薬品のポリ塩化アルミニウム溶液（凝集剤）と次

亜塩素酸ナトリウム溶液（滅菌剤）のそれぞれのタ

ンクに薬液を補充しようとして、誤って酸性のポリ

塩化アルミニウム溶液を次亜塩素酸ナトリウム溶液

タンクに注入したため、タンク内の次亜塩素酸ナト

リウム溶液との化学反応により発生した塩素ガスを

作業者が吸入して中毒となった。 

 ５ 平成１３年

７月 

旅館業 ２名 ホテルのポンプ室内において、水道水の滅菌タン

クに次亜塩素酸ナトリウム溶液を補充しようとし

て、同室内の床上に次亜塩素酸ナトリウム溶液と酢

酸の同量の容器が並んで置かれていた中から誤って

酢酸の容器を取り上げて、これを滅菌タンクに注入

したため、タンク内の次亜塩素酸ナトリウム溶液と

の化学反応により発生した塩素ガスを作業者１名と

近くで作業していた労働者１名が吸入して中毒とな

った。 

 ６ 平成１３年

８月 

建物サー

ビス業 

１名 ゴルフクラブ内の浄水施設の管理業務において、

薬液の補充を行っていた際に、凝集剤のポリ塩化ア

ルミニウム溶液のタンクに誤って滅菌用の次亜塩素

酸ナトリウム溶液を注入したため、タンク内のポリ

塩化アルミニウム溶液との化学反応により発生した

塩素ガスを作業者が吸入して中毒となった。 

 ７ 平成１３年

１０月 

公衆浴場 ２名 井戸水の浄化処理工程の滅菌用次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液のタンクに薬液を補充しようとして、誤っ

て酸性の凝集剤であるポリ塩化アルミニウム溶液を

注入したため、タンク内の次亜塩素酸ナトリウム溶

液との化学反応により発生した塩素ガスを作業者１

名が吸入して中毒となったほか、近くで別の作業を

していた労働者１名も中毒となった。 



 ８ 平成１４年

２月 

道路貨物

運送業 

１名 運輸業と化学薬品の小分け販売を行っている事業

場の労働者が、取引先の化学工場から塩化第二鉄溶

液をタンクローリーに荷受けして自社まで輸送し、

自社の塩化第二鉄溶液タンクに移し替える際に、内

容物を日常的に輸送する機会の多い次亜塩素酸ナト

リウム溶液と誤認して次亜塩素酸ナトリウム溶液タ

ンクのバルブを開き、タンクローリーから酸性の塩

化第二鉄溶液を注入したため、タンク内の次亜塩素

酸ナトリウムとの反応により塩素ガスが発生し、作

業を行っていた労働者がこれを吸入し中毒となっ

た。 

９ 平成１４年

４月 

食料品製

造業 

１名 飲料製造工程の洗浄剤であるリン酸と次亜塩素酸

ナトリウム溶液をそれぞれのタンクに補充する際

に、誤ってリン酸タンクに次亜塩素酸ナトリウム溶

液を注入したため、タンク内のリン酸との化学反応

により発生した塩素ガスを作業者が吸入して中毒と

なった。 

１０ 平成１４年

９月 

スポーツ

施設 

３名 屋内プールを有する体育施設に次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液を納入に来た運送会社の労働者が、当該施

設の管理事業場の労働者の立会いの下に屋外の注入

口から地下タンクに注入する際に、立会い者が誤っ

て併置されている酸性の凝集剤であるポリ塩化アル

ミニウム溶液タンクの蓋を開いて注入を指示し、運

送会社の労働者も蓋の裏の注意事項を確認せず指示

のままに次亜塩素酸ナトリウム溶液を注入したため

に、タンク内のポリ塩化アルミニウム溶液との反応

により塩素ガスが発生した。 

発生した塩素ガスは地下室の排気口から排出され

たが、その近くに屋内換気設備の吸気口があり、こ

こから吸い込まれた塩素ガスが換気設備を通じて屋

内にも拡散し、施設内にいた施設利用者を含む約２

００名が避難した。 

この事故で屋内にいた労働者３名と近隣住民５名

が救急車で病院に搬送されたほか、労働者１０名が

医療機関を受診した。（この１０名は異常なし） 



１１ 平成１５年

１０月 

小売業 １名 被災者が営業で牧場を訪れた際、納品している３

種類の洗浄液の補充を依頼されたため、洗浄液をポ

リタンクに補充したところ、誤って塩素系の洗剤（水

酸化ナトリウム、次亜塩素酸ナトリウム含有）を酸

性の洗剤（硝酸、有機酸含有）のタンクに投入した

ため、塩素ガスが発生し、これを吸入して中毒とな

った。 

１２ 平成１５年

１０月 

おしぼり

リース業 

５名 おしぼりリース業の事業場へ消毒用の次亜塩素酸

ナトリウム溶液を納入に来た運送会社の労働者が、

誤ってこれを排水の中和処理用の硫酸タンクに注入

したため、タンク内の硫酸との反応により塩素ガス

が発生し、当該作業者及び納入先事業場の労働者４

名がガスを吸入して中毒となった。また、付近を歩

いていた通行人１名も中毒になった。 

１３ 平成１５年

１０月 

ビルメン

テナンス

業 

１名 ホテルの施設管理業務の一環として定期巡回を２

名で行っていた際、機械室でプール水等の消毒用の

次亜塩素酸ナトリウム溶液がビニール製の容器から

漏れているのを見つけたので、機械室内のポリタン

クを持って来て当該溶液の移し替えを行ったとこ

ろ、このタンクが次亜塩素酸ナトリウム溶液用のも

のと同じ形状の酸性の凝集剤であるポリ塩化アルミ

ニウム溶液タンクであったため、タンク内のポリ塩

化アルミニウム溶液との反応により塩素ガスが発生

し、労働者１名がガスを吸入して中毒となった。 

１４ 平成１５年

１２月 

食料品製

造業 

４名 水産加工場において、まな板等の消毒用の次亜塩

素酸ナトリウム溶液を２０リットル入りの容器から

１０リットル入りの小容器に移し替える際に、誤っ

て似た形の２０リットル容器入りのリン酸を主成分

とするpH調整剤を小容器に注入したため、小容器に

残っていた次亜塩素酸ナトリウム溶液との反応によ

り塩素ガスが発生し、移し替え作業を行っていた２

名の労働者と付近で他の作業を行っていた労働者２

名の計４名がガスを吸入して中毒となった。 



１５ 平成１６年

７月 

廃棄物処

理業 

２名 ゴミ処理工場の地下ポンプ室内において、井戸水

の除鉄用の次亜塩素酸ナトリウム溶液が少なくなっ

たため、電動ポンプを用いて次亜塩素酸ナトリウム

溶液用タンクに補充しようとしたところ、誤ってポ

リ塩化アルミニウム溶液を注入したため、塩素ガス

が発生し、付近にいた作業員２名が塩素ガスを吸入

した。 

１６ 平成１６年

９月 

スポーツ

クラブ 

５名 スポーツクラブ施設内の機械室において、プー

ルの殺菌用に使用する容量１００リットルのポ

リタンクに入っている次亜塩素酸ナトリウム溶

液の残量が約２５リットルと少なくなったため、

社員が１名で次亜塩素酸ナトリウム溶液をポリ

タンクに注入しようとした。しかし、誤ってポリ

塩化アルミニウム溶液を約２０リットル注入し

たため、ポリタンク内の次亜塩素酸ナトリウム溶

液と反応して、塩素ガスが発生した。 

そこで希釈するため水を注入したところ、希釈

溶液があふれ、コンクリート床に拡散したため、

注入作業をしていた社員と拡散した希釈溶液の

処理をするため駆けつけた支配人と社員３名、そ

して買い物帰りの第三者が塩素ガスを吸入し救

急車で病院に搬送された。 

 

 

 


